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瀬
戸
内
海
を
見
下
ろ
す

四
季
が
丘
中
学
校
で
、

創
立
２０
周
年
の
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
、
文
化
祭
と

併
せ
て
１１
月
５
・
６
日
の

両
日
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

宮
園
や
四
季
が
丘
の
団

地
で
生
ま
れ
育
っ
た
生

徒
た
ち
と
、
他
所
か
ら

移
り
住
ん
だ
親
世
代
が
、

故
郷
づ
く
り
、
街
づ
く

り
に
つ
い
て
熱
く
討
論
。

四
季
が
丘
中
の
生
徒
も

社
会
の
一
員
と
し
て
、

積
極
的
に
地
域
行
事
へ

参
加
す
る
な
ど
で
故
郷

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る

こ
と
を
確
認
。
新
し
い

力
で
故
郷
の
未
来
を
作

り
ま
す
。

四
季
が
丘
中
２０
周
年

こ
こ
が
故
郷
！

ふ 

る
　
さ 

と

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
協
力
で
、

生
徒
た
ち
の
情
熱
が
湧
き

上
が
る
創
立
２０
周
年
記
念

の
文
化
祭

「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
飛
ば
し
て
遊
ぼ
う
」と
お
ま
つ
り
で
呼
び
か
け
た
。

約
５
０
０
人
が
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
膨
ら
ま
せ
、あ
た
り
一
面
し
ゃ
ぼ
ん
玉
。

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
ま
〜
る
く
包
ん
で
秋
の
高
い
空
へ
飛
ん
で
行
っ
た
。

「
夢
の
中
に
い
る
よ
う
」「
友
だ
ち
の
が
キ
レ
イ
」だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
。

「
子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
い
た
」「
小
学
生
に
戻
っ
た
気
分
」は
大
人
た
ち
。

み
ん
な
の
気
持
ち
も「
ま
る
く
」
す
る
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
不
思
議
な
力
。

お
風
呂
で
も
、し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
一
緒
に
作
る
と
笑
い
声
が
響
き
ま
す
よ
ね
。

は
つ
か
い
ち
青
少
年
健
全
育
成
新
聞
『
し
ゃ
ぼ
ん
玉
』
創
刊
２
号
で
す
。

夢を

つ つ

は
つ
か
い
ち「
青
少
年
健
全
育
成
」新
聞
は
廿
日
市
市
内
の
全
１９
小
学
校
・
全
１１
中
学
校
を
通
じ
て
市
内
全
児
童
・
全
生
徒
の
家
庭
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
廿
日
市
市
内
の
全
２０
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
置
い
て
あ
り
、

発
行
委
員
会
の
５
団
体
に
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

はつかいち「青少年健全育成」新聞

はつかいち「青少年健全育成」新聞『しゃぼん玉』は、廿日市市の宝物である子どもたちが、安心して健やかに暮らせる地域づくりを支援しています

冬号

●年３回（７月１２月３月）発行・無料
●１万４０００部を、廿日市市全ての
　小・中学校で児童・生徒へ配布

創刊２号創刊２号
平成２３（２０１１）年

平成２３（２０１１）年１２月発行

はつかいち「青少年健全育成」新聞
発行委員会

青少年育成廿日市市民会議
青少年夢プラン実行委員会
廿日市市公衆衛生推進協議会
廿日市市子ども会育成連絡協議会
廿日市市ＰＴＡ連合会（５０音順）

〒７３８－００１４
廿日市市住吉二丁目２－１６
廿日市市市民活動センター内
青少年育成廿日市市民会議内
☎０８２９－３１－３２２２

発　行

事務局



はつかいち
「青少年健全育成」新聞 平成２３年（２０１１年）冬号〈２〉

は
つ
か
い
ち
「
青
少
年
健
全
育
成
」
新
聞
は
廿
日
市
市
内
の
全
１９
小
学
校
・
全
１１
中
学
校
を
通
じ
て
市
内
の
全
児
童
・
全
生
徒
の
家
庭
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
市
内
の
全
２０
公
民
館
、
市
役
所
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
廿
日
市
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り
、
発
行
５
団
体
に
も
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

「宮島街道プロジェクト」は、子どもたちのすこやかな成長を見守りつづけます。

　

警
察
署
の
補
導
室
で
、
中

学
生
の
Ａ
子
さ
ん
に
「
相
手

の
Ｎ
男
さ
ん
と
は
ど
う
や
っ

て
知
り
合
っ
た
ん
？
」
と
聞

い
た
。

「
Ｎ
さ
ん
が
立
ち
上
げ
て
い

た
携
帯
電
話
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
。
や
り
取
り
し
て

る
う
ち
に
仲
良
く
な
っ
た
」

と
話
す
。

　

そ
の
う
ち
、
Ｎ
か
ら
の

「
会
お
う
よ
。
遊
ぼ
う
よ
」

と
い
う
誘
い
の
メ
ー
ル
が
頻

繁
に
な
っ
た
。
Ａ
子
は
、
ご

く
普
通
の
中
学
生
。
親
に
う

そ
を
つ
い
て
出
か
け
る
こ
と

な
ど
で
き
な
い
。
何
度
も
断

っ
た
。
し
か
し
、
Ｎ
か
ら
の

誘
い
は
続
き
「
一
度
く
ら
い

な
ら…

…

」
と
い
う
思
い
が

Ａ
子
の
心
を
か
す
め
た
。
あ

る
日
「
ち
ょ
っ
と
出
か
け
て

く
る
」
と
母
親
に
声
を
か
け

　

非
行
少
年
の
総
数
は
、

今
年
の
９
月
末
現
在
で
前

年
同
期
よ
り
１７
人
増
加
。

学
職
別
で
は
中
学
生
が
全

体
の
４１
％
を
占
め
、
罪
種

別
で
は
万
引
き
、
自
転
車

盗
な
ど
の
窃
盗
犯
罪
が
５０

％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

少
年
の
深
夜
は
い
か
い
、

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
は
犯
罪

で
は
な
い
も
の
の
、
非
行

の
入
り
口
に
な
る
不
良
行

為
で
す
。
広
島
県
青
少
年

健
全
育
成
条
例
で
は
、
午

後
１１
時
か
ら
日
の
出
ま
で

を「
深
夜
」と
し
、
こ
の
時

間
帯
に
少
年
が
は
い
か
い

し
て
い
る
と
補
導
し
ま
す
。

不
良
行
為
は
自
ら
を
害
す

る
だ
け
で
な
く
、
事
件
や

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
危

廿日市警察署から

県警メールマガジン 会員登録受付中！
廿日市警察署では、市民の皆さまに
　１．子ども・女性対象の事件、不審者情報
　２．防犯情報
　３．廿日市警察署からのお知らせ
などのメールマガジンを発信しています。
ぜひ、会員登録をお願いします。

登録を希望される方は、
携帯電話で右のＱＲコードを
読み取っていただくか、
下記メールアドレスに
空メールを送信してください。
touroku@anzen.police.pref.hiroshima.jp

年末交通事故防止
県民総ぐるみ運動
平成２３年１２月１１日（日）～１２月２０日（火）

スローガン

　

１０
月
２３
日
、
廿
日
市
市

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
「
ヤ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
青
少
年
夢
☆

計
画
’１１
」
に
お
い
て
、
万

引
き
、
自
転
車
盗
等
の
非

行
防
止
や
、
薬
物
乱
用
防

止
の
広
報
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
地
元
の
中
・
高
校

生
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
。
会
場
で
は
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
作
り
で
来

場
し
た
人
た
ち
と
交
流
し

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
交
流

少
年
補
導
協
助
員

※ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の内容
　グリー，モバゲー，大集合ネオ，ペップス，mixi，モバレボ，アイビー

■被害少年が利用したサイトの種別と
　被害者数 インターネット利用による被害少年（広島県）

平成２３年１月～９月末現在／３３人（単位：人）

楽しいバルーンアート

険
な
行
為
。
大
切
な
子
ど

も
を
守
る
た
め
に
、
家
庭

で
し
っ
か
り
、
子
ど
も
の

行
動
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

平成２３年９月末 平成２２年９月末

７

９

３
３

３

１

４

１

７０
７８ ６１

６１

５０
１１

１１
１９
２２

０

０
５
４

４

２
９

１３２
１６

６１
２６

１４

７８

１４１

３２
２７

１４

７２
２６

１３

１２

総　　数

総　　数

総　　数

特 別 法 犯 少 年
刑 法 犯 少 年

ぐ 犯 少 年

小 学 生 以 下
中 学 生
高 校 生
各種学校・大学
有 職 少 年
無 職 少 年

喫 煙
飲 酒
不 良 交 友
深 夜 は い か い
家出・無断 外 泊
怠 学
そ の 他

非行少年の学職別

不良行為少年の補導状況

廿日市警察署管内の非行少年の概況

１　幼い時から冷たく放りっぱなしにせよ。
　　遊び相手になるとか、スキンシップは全く
　　無用。
２　欲しいと言ったら何でもすぐ買い与えよ。
　　我慢させることはゼッタイに禁物。
３　子どもの間違いや失敗は理由を問わず叱り
　　飛ばせ。
　　口で言うよりもひっぱたく方が、いっそう
　　良い。
４　子どもがどこで何をして遊ぼうが気にとめ
　　ない。
　　遊び仲間について全く知る必要はない。
５　兄弟やよその子と比較して、お前はバカだ、
　　誰々を見習え！を連発せよ。
６　忙しいのに食卓のだんらんなど無駄。
　　子どもの話題や関心など無視すればいい。
７　子どもが善いことや努力をしてもめったに
　　褒めるな。
　　むしろ、ごまかしや裏切りなど悪事をうま
　　くやったら、必ず褒めよ。
８　親はむずかしい問題からうまく逃げ、その
　　時々で親の都合の良い意見を言え。
９　お金こそ人生のすべてであると身をもって
　　教え込め。
１０　子どもの前で常に学校や先生の悪口を言い、
　　社会のきまりを批判せよ。

～子どもを非行化させるための１０カ条～

て
出
か
け
た
。
母
親
は
普
段

か
ら
Ａ
子
の
こ
と
を
信
用
し

て
い
た
の
で
何
の
疑
い
も
な

く
「
早
く
帰
り
な
さ
い
よ
」

と
返
事
を
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

　

Ａ
子
は
後
ろ
め
た
さ
を
感

じ
な
が
ら
も
、
Ｎ
が
待
っ
て

い
る
と
言
っ
た
場
所
ま
で
行

っ
た
。

　

約
束
通
り
、
Ｎ
は
車
で
待

っ
て
い
た
。
「
Ｎ
さ
ん
は
優

し
く
て
、
同
級
生
と
は
違
っ

て
大
人
っ
て
感
じ
が
し
た
。

私
自
身
も
大
人
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
。
嫌
わ
れ
た

く
な
い
と
思
っ
た
」
Ａ
子
の

心
か
ら
親
に
う
そ
を
つ
い
た

後
ろ
め
た
さ
は
消
え
て
い
た
。

【
家
庭
で
の
被
害
防
止
対
策
】

☆
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用

し
、
有
害
サ
イ
ト
を
ブ
ロ
ッ

ク
す
る
。

☆
契
約
内
容
を
確
認
す
る
。

☆
子
ど
も
が
利
用
し
た
サ
イ

ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

☆
利
用
時
間
等
、
家
庭
で
ル

ー
ル
を
作
る
。

☆
親
も
ネ
ッ
ト
の
知
識
を
持

つ
。

◆
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
は

親
が
し
っ
か
り
と
管
理
し
、

子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

交
友
関
係
は
ネ
ッ
ト
か
ら
！？

親
の
知
ら
な
い
ネ
ッ
ト
社
会
の
罠

チャット

ライブ
配  信

出会い
系ブログ その他ＳＮＳ

掲示板 ゲイゲーム
（ＳＮＳ以外）

２２ ４ １ １ １ １ １４２

増える！

廿日市警察署管内
非行少年等補導状況

少年の不良行為

あぶないよ　いそぐきもちが　じこのもと



はつかいち
「青少年健全育成」新聞

   　

冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

言
え
ば
、
ク
リ
ス
マ
ス
で

す
よ
ね
。
ツ
リ
ー
を
飾
っ

て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
、
サ
ン

タ
さ
ん
が
来
る
か
な
〜
な

ん
て
、
待
ち
遠
し
い
で
す

ね
。
今
年
一
年
、
お
家
の

お
手
伝
い
を
し
た
り
、
み

ん
な
に
喜
ば
れ
る
こ
と
を

し
た
り
、
が
ん
ば
っ
た
人

の
と
こ
ろ
に
、
嬉
し
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
届
く
の
で
し

ょ
う
ね
。

　

Ａ
・
Ｂ
の
絵
を
よ
く
見

比
べ
る
と
７
つ
の
間
違
い

が
あ
り
ま
す
よ
。
全
部
見

つ
け
ら
れ
る
か
な
。

　

間
違
い
を
す
べ
て
見
つ

け
て
応
募
す
れ
ば
、
す
て

き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

キリトリ線
〈Ｂ〉 〈Ａ〉
※

印
刷
の
ズ
レ
や
か
す
れ
な
ど

は
、
間
違
い
に
含
み
ま
せ
ん
。

【
応
募
方
法
】
間
違
っ
て
い

る
部
分
７
カ
所
を
見
つ
け

た
ら
、
問
題
Ｂ
の
方
へ
○

印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

キ
リ
ト
リ
線
に
沿
っ
て
切

り
取
り（
コ
ピ
ー
も
可
）、は

が
き
の
ウ
ラ
面
へ
し
っ
か

り
貼
っ
て
、

●
郵
便
番
号

●
住
所

●
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）

●
年
齢（
学
年
）

●
電
話
番
号

●
し
ゃ
ぼ
ん
玉
創
刊
２
号

で
興
味
を
持
っ
た
記
事
、

も
し
く
は
感
想
な
ど

●
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号

を
忘
れ
ず
に
書
い
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】

〒
７
３
８―

０
０
１
４

廿
日
市
市
住
吉
二
丁
目
２

―

１６
廿
日
市
市
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
内
　
新
聞
発
行

委
員
会
１―

０８

「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
新
聞
ま
ち

が
い
さ
が
し
」
係
ま
で
。

【
締
め
切
り
】

１２
月
１０
日（
土
）必
着
。

　

当
選
者
は
、「
第
３
号
」で

発
表
し
ま
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
は
、

１２
月
下
旬
ご
ろ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

①お好み焼き
　お食事券１０００円分

……５名様
お好み焼き以外でもご利用
いただける「徳川廿日市店」
のお食事券です。

徳川　廿日市店
廿日市市串戸１-８-１８

②人気の焼き菓子
　詰合せ１０００円相当

……３名様
どなたにも喜ばれる焼き菓
子を詰合せ。平成２４年１月
１０日以降の引き換えです。

ルマン洋菓子店
廿日市市宮内４３２４-１

③温泉ご利用券
　大人ペア

……５組様
吉和にある「魅惑の里」の温
泉「水神の湯」を大人（中学生
以上）ペアで。

魅惑の里
廿日市市吉和１３２

◆◇◆正解者の中から抽選でプレゼント◆◇◆

しゃぼん玉新聞
創刊号（平成２３年夏号）当選発表
①お食事券
マルモトツバサさん・ナンセハヤテさん・ゴトウアヤカさん・
ササキトワさん・サトウユイさん
②子どもスイミング体験
アシダユウタロウさん・モリモトハルカさん・タカハシイク
ミさん・クマガイフウカさん・ヤマモトカツノリさん
③スタジオ６０分体験教室
ヤマダゲンキさん・イワモトミズホさん・キモトナナエさん

〈 ３ 〉平成２３年（２０１１年）冬号



はつかいち
「青少年健全育成」新聞

（順不同）

月　

 

日　

 

曜
日

12

1

木日直

後
藤

徳
原

学校 紹 介
廿日市市にある
全１９の小学校

月　　日　（　　）
教 科校時 学　習　内　容

家庭学習

１

２

３

４

５

６

国語
算数

図工
〃

１２ 1 木
十
二
月
の
目
標

身
の
ま
わ
り
を

か
た
づ
け
よ
う

整

理

整

頓

廿日市廿日市
はつかいち

創　立…明治７年９月（１３７年）
校　章…由来不明
児童数…７０３名（女３４８名・男３５５名）
校　長…高橋晴夫

「ともに伸びる」を学校教育目標
とし、自ら考え自ら学習に取り組
み、学び合い、励まし合い、とも
に伸びる児童の育成と「納得でき
る学校づくり」をすすめます。

平  良平  良
へ　ら

創　立…明治６年９月（１３８年）
校　章…三種の神器（鏡・玉・剣）
児童数…６４０名（女３１５名・男３２５名）
校　長…岡本美紀子

「元気で素直に伸びる」です。学
校教育目標でもあります。各フレ
ームは「体」「徳」「知」を表し
知徳体のバランスのとれた子ども
の育成をめざしています。

宮  内宮  内
みやうち

創　立…明治５年１１月（１３９年）
校　章…桜の花びらを基に宮の文字
児童数…５００名（女２３４名・男２６６名）
校　長…荻谷智志

本校創立は、明治５年と廿日市市
内では最も古く歴史のある学校で
す。児童は明るく純朴でのびのび
しており、「学び・心・体」を鍛
えるべく、頑張っています！

地御前地御前
じごぜん

創　立…明治６年４月（１３８年）
校　章…三ッ団子の中に「地」の入った桜
児童数…３３０名（女１６８名・男１６２名）
校　長…日野恵子

心豊かでたくましく自立する児童
の育成を学校教育目標とし、明る
く挨拶する子、意欲的に学習する
子、友達とつながる子をめざす子
ども像に掲げ全職員で奮闘中です。

佐  方佐  方
さ が た

創　立…昭和５１年４月（３５年）
校　章…桜の花に佐方小の佐の文字
児童数…４３９名（女１９２名・男２４７名）
校　長…木本弘士

「感動」を大切にする。
教職員・児童ともに「感じて」
「動く」ことを日々意識し、自ら
主体的に行動する。

阿品台東阿品台東
あじなだいひがし

創　立…昭和５４年４月（３２年）
校　章…初代増本敬三校長が考案
児童数…２６９名（女１２５名・男１４４名）
校　長…奥  志保江

知・徳・体のバランスのとれた教
育により、自信と誇りを持った児
童を育成することをめざしていま
す。

阿品台西阿品台西
あじなだいにし

創　立…昭和５８年４月（２８年）
校　章…６枚の若葉に囲まれた阿品西っ子
児童数…５３２名（女２４５名・男２８７名）
校　長…沖野稔則

いつも元気いっぱいの阿品台西小
の子どもたちです。本校の目標は、
『●あいさつができる。●時間を
守る。●掃除をがんばる』です。
来年創立３０周年を迎えます。

金剛寺金剛寺
こんごうじ

創　立…昭和６２年４月（２４年）
校　章…太陽を浴びて育つ若葉を表現
児童数…１２７名（女６６名・男６１名）
校　長…市川　洋

「元気いっぱい　夢いっぱい」を
キャッチフレーズに、基礎学力の
定着、縦割り班活動を生かした学
校生活、地域行事への積極的な参
加に取り組んでいます。

宮  園宮  園
みやぞの

創　立…平成２年４月（２１年）
校　章…廿日市市の木「さくら」を表現
児童数…２１２名（女９７名・男１１５名）
校　長…山田里美

みんなの大好きな場所ビオトープ。
そこに棲んでいるたくさんの生き
物とふれあいながら、いのちの大
切さを学んでいます。だから、宮
園っ子は優しさいっぱいです。

四季が丘四季が丘
しきがおか

創　立…平成４年４月（１９年）
校　章…桜（廿日市の木）に四季を表現
児童数…４４３名（女２２６名・男２１７名）
校　長…栗原築波

「タフな四季っ子、さすがの四季
小」をモットーに、児童も先生も
チャレンジする学校をめざしてい
ます。読書・挨拶・集団遊びに全
校で力を入れ取り組んでいます。

玖  島玖  島
く じ ま

創　立…明治６年６月（１３８年）
校　章…３つの葉は樫、ペンは智を表す
児童数…４０名（女１８名・男２２名）
校　長…今井弘子

挑戦・感動・自立を目標に、あい
さつが響きあう明るい学校、自ら
の考えをはっきり表現でき運動に
親しみ夢中で活動する子どもの育
成を目指してがんばっています。

友  和友  和
ゆ う わ

創　立…明治８年４月（１３６年）
校　章…由来不明
児童数…２６９名（女１３５名・男１３４名）
校　長…松江都志美

友和っ子は元気いっぱい、笑顔い
っぱいです。学校教育目標は「自
ら学び、ともに伸びる」思いを語
り、受け止める子どもに育つよう、
日々がんばっています！

津  田津  田
つ　た

創　立…明治６年１２月（１３８年）
校　章…蔦のようにたくましく伸びる子
児童数…１４９名（女７５名・男７４名）
校　長…永川静優

「１１０番の学校」を合言葉に、
「挨拶日本一」「掃除日本一」「いじめ
０」を目指します。新たに「子ど
もが作るお弁当の日」を設け、自
己肯定感や自立心を育てています。

浅  原浅  原
あさはら

創　立…明治７年３月（１３７年）
校　章…古い呼び名麻原邑から麻の葉模様
児童数…２１名（女１１名・男１０名）
校　長…松浦伸二

私たちの学校は、山と川の豊かな
自然に囲まれ、全校２１名が、仲良
く遊び、地域の人とのつながりを
大切にしている学校です。

吉  和吉  和
よ し わ

創　立…明治８年５月（１３６年）
校　章…桜の花弁と吉和の吉をデザイン
児童数…３１名（女１２名・男１９名）
校　長…熊谷裕之

施設一体型小中一貫教育をスター
トさせて３年目。９年間の学びを
つなげた教育内容「よしわブラン
ド」を創造し児童の可能性を伸ば
す「学ぶ力」を育んでいます。

大野西大野西
おおのにし

創　立…明治９年１月（１３５年）
校　章…５本のペンは学びを表している
児童数…６０１名（女２７３名・男３２８名）
校　長…浦江辰美

学校教育目標「確かな学力と豊か
な心を身につけた児童の育成」の
ため「心をきたえ　体をきたえ　
頭をきたえる」を合言葉に、地域
との連携をさらに深めていきます。

宮  島宮  島
みやじま

創　立…明治６年（１３８年）
校　章…由来不明
児童数…５５名（女２８名・男２７名）
校　長…砂田雅志

教育目標は、自己と地域の未来を
切り拓いていく児童生徒の育成。
校訓は「美こそは島のいのちです
美しくいたしましょう　自然も人
も美しくなりましょう　心も形も」

※創立年月の後の（年）は、周年を。
※校章は、その意味や由来を表す。

大野東大野東
おおのひがし

創　立…明治６年６月（１３８年）
校　章…由来不明
児童数…８４８名（女４１７名・男４３１名）
校　長…渡邊あけみ

大野東小学校では、今年の目標を
①元気にあいさつ②だまってそう
じ③時間を守る④身なりをととの
えるとし、全員で心をひとつにし
てがんばっています。

原原
は　ら

創　立…明治６年７月（１３８年）
校　章…春先の美しい原に咲く桜
児童数…５１名（女３０名・男２１名）
校　長…桂  南知子

「夢と希望」という学校目標のも
と、子どもたちが自己肯定感を持
てるように教育を進めています。
地域の人々、文化、自然が、豊か
な心を育んでくれています。

は
つ
か
い
ち
「
青
少
年
健
全
育
成
」
新
聞
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
存
在
価
値
の
高
い
新
聞
づ
く
り
に
生
か
し
ま
す
。

送
り
先
は
〒
７
３
８Ü

０
０
１
４

廿
日
市
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内

青
少
年
育
成
廿
日
市
市
民
会
議
内
「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
新
聞
」
係
ま
で
。
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はつかいち
「青少年健全育成」新聞
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はつかいち「青少年健全育成」新聞しゃぼんだま

　

今
年
度
の
生
徒
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「M

ake 
Pure M

ind

〜
心
を
形

に
〜
」
で
す
。

「M
ake Pure M

ind

」

に
は
「
素
直
な
心
を
つ

く
ろ
う
」
と
い
う
意
味

を
込
め
ま
し
た
。
こ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
現
す

る
た
め
に
、
互
い
に
声

を
か
け
あ
い
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　

野
坂
中
学
校
に
は
、

伝
統
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
挨
拶
で

す
。
「
百
回
会
っ
た
ら

百
回
あ
い
さ
つ
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
受
け

継
い
で
い
ま
す
。
同
じ

日
に
同
じ
人
と
何
度
顔

を
合
わ
せ
て
も
、
気
持

ち
の
よ
い
挨
拶
を
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
校

内
は
い
つ
も
元
気
な
挨

拶
が
飛
び
交
い
、
活
気

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。

　

二
つ
目
は
、
掃
除
で

す
。
掃
除
は
、
ど
こ
の

中
学
校
に
も
負
け
な
い

自
信
が
あ
り
ま
す
。
開

始
５
分
前
に
は
、
掃
除

場
所
で
掃
除
を
始
め
、

私
語
を
せ
ず
黙
々
と
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
伝
統
は
、

こ
れ
か
ら
も
確
実
に
引

き
継
い
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
大
会
や

文
化
祭
な
ど
で
は
執
行

部
と
各
専
門
委
員
長
で

組
織
す
る
執
行
委
員
会

を
中
心
に
、
皆
で
協
力

し
て
盛
り
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
広
島
平
和
記

念
資
料
館
で
の
研
修

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
野

坂
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
イ
ベ
ン
ト

協
力
な
ど
、
執
行
委

員
会
が
行
う
活
動
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
元

気
で
明
る
く
、
過
ご

し
や
す
い
、
笑
顔
が

絶
え
な
い
学
校
を
皆

で
協
力
し
て
作
っ
て

い
き
ま
す
。

野

坂

中Make Pure Mind  ～心を形に～

野坂中生徒会執行部

願
い
を
込
め
た
折
り
鶴
を
平
和
公
園
へ

 

今
年
度
四
季
が
丘

中
学
校
２１
代
生
徒
会

執
行
部
は
、
生
徒
全

員
の
心
を
一
つ
に
し
、

一
人
一
人
が
自
信
を

持
っ
て
前
進
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
「
つ
な
が
る
心

　

〜
一
歩
一
歩
自
信

を
持
っ
て
〜
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。

 

具
体
的
に
は｢

校
歌
を

大
き
な
声
で
歌
お
う｣

「
自
分
か
ら
人
の
た
め

に
動
け
る
よ
う
に
な
ろ

う
」
「
当
た
り
前
の
こ

と
を
徹
底
し
て
や
ろ

う
」
と
い
う
３
つ
の
目

標
を
立
て
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
挨
拶
は
立

ち
止
っ
て
す
る
こ
と
を

呼
び
か
け
、
す
れ
違
う

時
に
は
常
に
挨
拶
の
声

が
響
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
生
徒
朝

会
で
は
全
校
で
校
歌
を

歌
う
よ
う
に
し
、
学
年

を
超
え
た
団
結
力
を
高

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

放
課
後
、
学
校
内
で
な

か
な
か
掃
除
が
行
き
届

か
な
い
所
を
掃
除
し
た

り
、
地
域
の
公
園
や
道

路
沿
い
を
清
掃
し
た
り

す
る
Ｓ
Ｃ
活
動
（
四
季

が
丘
ク
リ
ー
ン
活
動
）

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
は
、
毎
回
多

く
の
生
徒
が
参
加
し
て

く
れ
ま
す
。
先
月
は
各

ク
ラ
ス
か
ら
挙
げ
て
も

ら
っ
た
意
見
か
ら
、
ト

イ
レ
と
階
段
、
廊
下
を

中
心
に
行
い
、
大
き
な

達
成
感
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

四
季
が
丘
中
学
校
は

創
立
２０
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
よ
り
よ

い
四
季
が
丘
中
学
校
を

つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う

に
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

四
季
が
丘
中つながる心 ～一歩一歩自信を持って～

四季が丘中生徒会執行部

一
人
が
一
つ
の
便
器
を
磨
く
校
内
Ｓ
Ｃ
活
動

　

大
野
中
学
校
生
徒
会

は
「
巻
き
起
こ
せ
！！
大

野
旋
風
！！
〜
母
校
に
誇

り
を
！
〜
」と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
大

野
中
学
校
を
自
慢
で
き

る
よ
う
な
学
校
に
し
よ

う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
大
野
ま

な
び
」や「
大
野
し
ぐ
さ
」

な
ど
の
新
し
い
伝
統
を

作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
大
野
ま
な
び
」と
は
、

学
習
が
で
き
る
前
提
と

な
る
「
学
ぶ
姿
勢
」
の

こ
と
。「
大
野
し
ぐ
さ
」

と
は
、
江
戸
し
ぐ
さ
を

由
来
に
「
日
常
の
マ
ナ

ー
向
上
と
他
者
へ
の
思

い
や
り
の
心
を
は
ぐ
く

む
こ
と
」
で
、
基
本
的

生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、

人
の
こ
と
を
考
え
、
自

分
で
正
し
い
判
断
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
す
。
特
に
、「
大
野
し
ぐ

さ
」は
校
内
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
社
会
で
も
気
持

ち
の
良
い
挨
拶
が
で
き
、

相
手
を
気
遣
っ
た
生
活

が
送
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
生
徒

会
専
門
委
員
会
が
中
心

に
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
や

給
食
配
膳
コ
ン
テ
ス
ト
、

着
ベ
ル
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

で
、
当
た
り
前
の
こ
と

が
当
た
り
前
に
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
挨
拶
運

動
で
は
毎
朝
１
ク
ラ
ス

ず
つ
正
門
の
前
に
立
ち
、

登
校
し
て
来
る
生
徒
や

地
域
の
方
へ
積
極
的
に

挨
拶
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
会
一
人
ひ
と
り

の
力
で
は
、
全
校
に
旋

風
を
起
こ
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
生
徒
会
の
一

人
が
一
人
の
仲
間
を
作

り
、
ま
た
そ
の
一
人
が

さ
ら
に
も
う
一
人
の
仲

間
を
作
る
。
や
が
て
そ

れ
が
一
つ
の
大
き
な
仲

間
の
輪
に
な
り
、
大
き

な
大
野
旋
風
を
巻
き
起

こ
せ
る
よ
う
に
、
生
徒

全
員
を
取
り
込
み
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

大

野

中巻き起こせ！！大野旋風！！ ～母校に誇りを！～

大野中生徒会執行部

２０
年
以
上
続
い
て
い
る
伝
統
の
挨
拶
運
動

　

私
た
ち
が
重
点
的
に

取
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、

「
あ
い
さ
つ
」「
自
問
清

掃
」「
時
間
を
守
る
」「
聞

く
姿
勢
」
の
４
つ
で
す
。

特
に
「
あ
い
さ
つ
」
に

は
力
を
入
れ
、「
あ
い
さ

つ
日
本
一
」
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
の
レ
ベ
ル
を

５
段
階
に
分
け
、
自
分

が
ど
の
レ
ベ
ル
な
の
か

確
認
し
ま
す
。
今
は
、

全
生
徒
が
レ
ベ
ル
４
の

「
自
分
か
ら
立
ち
止
ま
り
、

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ

を
す
る
」
が
で
き
る
こ

と
を
目
指
し
、
あ
い
さ

つ
運
動
や
ポ
ス
タ
ー
を

作
っ
て
取
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
清
掃
」
に
も

力
を
入
れ
、
掃
除
の
時

間
は
無
言
で
行
う
「
自

問
清
掃
」
を
、始
業
前
に

は
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
玄
関
掃
除
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
組
み
が
、
文
化
祭
や

運
動
会
な
ど
の
行
事
で
、

相
手
を
敬
い
自
分
の
意

見
を
主
張
で
き
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「Confidence ~

自
信
と
信
頼~

」。　
　

　

Confidence

に
は
自

信
と
信
頼
と
い
う
二
つ

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

今
の
佐
伯
中
生
徒
に
は
、

自
信
が
足
り
な
い
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
に
必

要
な
こ
と
は
、
何
事
も

諦
め
ず
に
や
り
き
る
こ

と
。
そ
の
時
、
仲
間
と

の
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、

失
敗
を
恐
れ
ず
一
歩
踏

み
出
せ
る
と
思
い

ま
す
。
重
点
目
標

で
あ
る
４
つ
の
目

標
を
達
成
す
る
こ

と
で
、
自
信
と
信

頼
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
生

徒
会
が
中
心
と
な

っ
て
、
よ
り
良
い

学
校
が
作
れ
る
よ

う
に
励
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

佐

伯

中Confidence  ～自信と信頼～

佐伯中生徒会執行部

生
徒
朝
会
で
委
員
会
報
告
を
す
る
各
委
員
長

次回は
吉和中
大野東中
宮島中
山陽女学園
です

多
感
な
時
期
を
迎
え
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
触
れ
、
挑
戦
を
続
け
て
い
る

私
た
ち
中
学
生
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
と
の
交
流
な
ど
、
日
々
取

り
組
ん
で
い
る
活
動
を
、
市
内
１１
校
の
生
徒
会
が
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

中学校
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「青少年健全育成」新聞

■青少年夢プラン実行委員会
■廿日市市公衆衛生推進協議会
■廿日市市子ども会育成連絡協議会

　

１０
月
２３
日
に
、
廿
日
市

市
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
で

青
少
年
た
ち
が
企
画
し
、

作
り
上
げ
た
「
ヤ
ン
グ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
青
少
年
夢

☆
計
画
’１１
」
を
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
パ
ン
パ
カ
パ
ー
ン
！！
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
鳥
肌
の

立
つ
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の

音
で
始
ま
り
ま
し
た
。
続

け
て
廿
日
市
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
が
ポ
ン
ポ
ン
を

持
っ
て
可
愛
ら
し
い
ダ
ン

ス
を
披
露
。
お
客
さ
ん
の

大
き
な
拍
手
で
当
日
の
盛

り
上
が
り
は
ス
タ
ー
ト
か

ら
間
違
い
な
し
で
し
た
。

　

食
バ
ザ
ー
会
場
で
は
、

関
西
風
お
好
み
焼
き
や
二

重
焼
き
、
お
で
ん
、
揚
げ

た
こ
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の

お
い
し
そ
う
な
に
お
い
が

食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
ま

た
、
う
ど
ん
屋
さ
ん
や
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
屋
さ
ん
の

呼
び
込
み
の
声
、
ヨ
ー
ヨ

ー
や
く
じ
、
バ
ル
ー
ン
ア

ー
ト
テ
ン
ト
の
周
り
で
子

ど
も
た
ち
が
は
し
ゃ
ぐ
声

な
ど
で
活
気
づ
き
ま
し
た
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

陶
芸
の
製
作
過
程
や
作
品
、

廿
日
市
西
高

等
学
校
写
真

部
の
写
真
が

並
び
、
そ
れ

ら
に
顔
を
近

づ
け
て
見
る

お
客
さ
ん
が

印
象
的
で
し

た
。
図
書
室

に
は
、
ほ
う

り
ん
幼
稚
園

の
園
児
が

「
夢
」
を
テ
ー

マ
に
描
い
た

絵
画
を
展
示
。
一
人
ひ
と

り
の
個
性
が
溢
れ
、
す
て

き
な
絵
画
展
に
な
り
ま
し

た
。

　

体
験
コ
ー
ナ

ー
で
女
の
子
た

ち
に
人
気
が
あ

っ
た
の
は
、
プ

ラ
板
・
缶
バ
ッ

チ
コ
ー
ナ
ー
。

自
分
だ
け
の
作

品
が
で
き
る
事

に
目
を
キ
ラ
キ

ラ
輝
か
せ
て
作

っ
て
い
ま
し
た
。

男
の
子
に
大
人

気
だ
っ
た
の
は
ラ
ジ

コ
ン
ゲ
ー
ム
の
部
屋
。

ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
で
コ

ー
ン
を
倒
し
、
得
点

を
獲
得
す
る
ゲ
ー
ム

に
長
蛇
の
列
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
毎

年
恒
例
の
お
化
け
屋

敷
や
ち
り
め
ん
モ
ン

ス
タ
ー
探
し
コ
ー
ナ

ー
は
、
い
つ
行
っ
て
も
人

が
い
っ
ぱ
い
。
リ
ピ
ー
タ

ー
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

事
前
受
付
で
開
催
し
た

「
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
親
子
で

お
好
み
焼
き
教
室
」
も
大

好
評
で
し
た
。

オ
タ
フ
ク
の

先
生
に
習
い

な
が
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
キ

ャ
ベ
ツ
の
山

を
一
人
で
ひ

っ
く
り
返
し

た
子
ど
も
た

ち
は
自
信
を

持
っ
て
「
お

好
み
焼
き
作

れ
る
よ
う
に

な
っ
た
！
」

と
に
こ
に
こ
。
自
分
で
作

っ
た
か
ら
、
と
っ
て
も
お

い
し
か
っ
た
よ
ね
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
つ

か
い
ち
さ
く
ら
協
議
会
が

企
画
し
た
エ
コ
学
習
の
部

屋
で
は
、
大
人
も
子
ど
も

も
頭
を
使
っ
て
エ
コ
ク
イ

ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
水
、食
、

省
エ
ネ
、
ゴ
ミ
問
題
、
地

球
温
暖
化
問
題
に
関
す
る

問
い
に
資
料
を
見
な
が
ら

答
え
ま
す
。
楽
し
み
な
が

ら
エ
コ
の
こ
と
を
学
べ
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ダ
ン

ス
グ
ル
ー
プ
、
バ
ン
ド
グ

ル
ー
プ
等
が
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
、
会
場
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
出
場
者

は
自
分
の
番
が
来
る
と
心

臓
が
ド
キ
ド
キ
！
で
も
、

ス
テ
ー
ジ
に
立
て
ば
真
剣

な
表
情
で
お
客
さ
ん
を
巻

き
込
み
、
自
信
た
っ
ぷ
り

の
発
表
で
気
分
爽
快
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

抽
選
会
で
は
、
目
玉
商

品
の
米
１０
キ
ロ
や
ダ
ー
ツ

ゲ
ー
ム
を
用
意
。
た
く
さ

ん
の
方
が
参
加
さ
れ
て
楽

し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
大
成
功
。
来

年
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
る

企
画
を
立
て
て
い
く
予
定

で
す
。
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
一
緒
に
活
動

し
て
く
れ
る
仲
間
を
大
募

集
し
て
い
ま
す
。
大
人
も

子
ど
も
も
年
齢
は
問
い
ま

せ
ん
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
北
谷
実
沙
）

ワ
ク
ワ
ク
す
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

一
人
ひ
と
り
に

大
き
な
夢

楽
し
み
な
が
ら

学
ぶ
地
球
環
境

一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か

躍動のステージに観客席から拍手喝采！

大人気のラジコンゲームに長蛇の列

青
少
年
夢
プ
ラ
ン
実
行
委
員
会

青
少
年
夢
プ
ラ
ン
実
行
委
員
会

青少年夢プラン
実行委員会

青少年夢プラン
実行委員会実行委員会

ヤングフェスティバル青少年夢☆計画 ’１１

自分たちが作り上げた

子どもたちの夢の祭典

　

皆
さ
ん
お
元
気
で
す

か
？　

私
た
ち
公
衆
衛
生

推
進
協
議
会
（
略
称
、
公

衛
協
『
コ
ウ
エ
イ
キ
ョ

ウ
』
）
は
、
い
つ
も
、
皆

さ
ん
の
健
康
・
衛
生
・
生

活
環
境
向
上
の
た
め
に
、

地
域
の
方
々
と
協
力
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

実
行
す
る
計
画
を
立
て
、

行
動
し
、
改
善
を
行
い
な

が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

問
題
、
山
の
緑
の
荒
廃
、

水
質
汚
染
、
ご
み
の
大
量

発
生
な
ど
、
改
善
す
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
身
の
周
り

の
生
活
を
し
っ
か
り
見
つ

め
て
み
る
事
が
大
切
で
す
。

　

今
回
は
、
私
た

ち
が
行
っ
て
い
る

最
近
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

①
ア
ド
プ
ト
ネ
ッ

ト
事
業

　

佐
伯
公
衛
協
と

共
同
で
廿
日
市
佐

伯
線
、
峠
付
近
の

清
掃
活
動
（
ア
ド

プ
ト
ネ
ッ
ト
事
業

と
言
い
ま
す
）
、

不
法
投
棄
物
の
撤

去
、
草
刈
り
、
花
壇
の
手

入
れ
な
ど
を
２
カ
月
に
一

度
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
ご
み
を
捨
て
る
人
も

減
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
と
き

れ
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

②
環
境
啓
発
コ
ン
ク
ー
ル

　

『
地
球
温
暖
化
を
防
ご

う
』
を
テ
ー
マ
に
「
環
境

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
内
の
小
・
中
学

生
か
ら
作
品
を
募
集
し
、

優
秀
作
品
の
表
彰
や
展
示

を
行
い
ま
す
。
（
９
面
に

優
秀
作
品
を
掲
載
）

③
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
事
業

　

「
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
事

業
」
と
し
て
、
各
家
庭
に

お
い
て
１
カ
月
間
省
エ
ネ

活
動
を
実
践
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
調
査
（
脱
温

暖
化
活
動
）
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
一
年
を
通

じ
て
、
た
く
さ
ん
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ま
た
、
次
回
に
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
心
掛
け
一
つ

で
環
境
へ
の
取
り
組
み
が

実
り
、
健
康
な
毎
日
が
送

れ
る
の
で
す
。

　

公
衛
協
は
、
ご
み
の
分

別
・
減
量
化
、
不
法
投
棄

の
撲
滅
、
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事

業
な
ど
、
と
て
も
大
切
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（今

津
俊
昭
）

公
衛
協
は
地
域
の

生
活
環
境
改
善
を

小
さ
な
活
動
が

大
き
な
結
果
へ

思いやりと
  つながりを大切に
自分たちで住みよい環境づくりを

ご家庭で取り組むエコチェック アドプトネット事業へ参加の皆さん

道
路
脇
の
花
壇
は
、
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
防
止
と
交
通
安
全

に
効
果
が
あ
り
ま
す

廿
日
市
市
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会

廿
日
市
市
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会

廿日市市公衆衛生
推進協議会

廿日市市公衆衛生
推進協議会推進協議会推進協議会推進協議会

廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生廿日市市公衆衛生

　

子
ど
も
会
は
、
学
校
や

家
庭
で
学
べ
な
い
「
体
験
」

や
「
発
見
」
が
で
き
る
貴

重
な
場
で
す
。

◆
異
年
齢
の
友
達
ふ
れ
あ

い
の
中
、「
仲
間
の
絆
づ
く

り
」
の
貴
重
な
場
！

◆
地
域
の「
伝
統
・
文
化
」

を
学
び
、
地
域
の
素
晴
ら

し
さ
を
再
発
見
す
る
場
！

◆
子
ど
も
た
ち
が
、
住
ん

で
い
る
地
域
・
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
を
肌
で
感
じ
る

場
！

　

大
人
で
な
い
、
子
ど
も

に
よ
り
近
い
「
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
指
導
者
」
が
、

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

廿
日
市
市
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
で
は
、
子

ど
も
会
再
生
の
第
１
歩
に
、

「
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
」育

成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

【
本
年
度
の
研
修
会
参
加
】

全
国
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
研
究
集
会
（
第

１４
回
全
国
子
ど
も
会
中
央

大
会
）

日
時
・
平
成
２３
年
７
月
２７

日
〜
３１
日　

４
泊
５
日

会
場
・
静
岡
県
御
殿
場
市

「
国
立
中
央
青
少
年
交
流
の
家
」

対
象
・
中
学
２
年
生
〜
高
校
生

派
遣
ジ
ュ
ニ
ア
・
３
名

飛
田
有
里
紗（
高
３
）湯
浅
和

也（
高
１
）小
林
未
季（
高
１
）

《
参
加
し
た
感
想
》

　

参
加
で
知
っ
た
こ
と
で
、

廿
日
市
市
で
や
っ
て
な
い

「
子
ど
も
会
活
動
」
は
、
ご

み
の
清
掃
活
動
・
祭
り
の

手
伝
い
・
学
校
の
運
動
会

の
手
伝
い
な
ど
、
地
域
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
自

分
の
地
域
で
も
、
ぜ
ひ
取

り
組
み
た
い
。（
湯
浅
和
也
）

第
３９
回
中
国
・
四
国
地
区

子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ

ー
ダ
ー
大
会

日
時
・
平
成
２３
年
８
月
１９

日
〜
２１
日

テ
ー
マ
・D

on`t think 
f eel!

〜
か
ん
が
え
る
ん
っ

じ
ゃ
な
い
！
感
じ
る
ん

だ
！
〜

会
場
・
岡
山
県

「
国
立
吉
備
少
年
自
然
の
家
」

派
遣
ジ
ュ
ニ
ア
・
３
名

廣
重
尚
哉（
高
３
）脇
山
夕
莉

（
高
１
）湯
浅
和
也（
高
１
）

第
２２
回
広
島
県
子
ど
も
会

リ
ー
ダ
ー
研
修

日
時
・
平
成
２３
年
８
月
６

日
〜
７
日

テ
ー
マ
・「
こ
の
ち
か
ら　

明
日
へ
つ
な
ご
う　

子
ど

も
会
」

会
場
・
県
立
福
山
少
年
自

然
の
家

派
遣
ジ
ュ
ニ
ア
・
６
名

廣
重
尚
哉（
高
３
）湯
浅
和
也

（
高
１
）脇
山
万
莉（
中
２
）佐
々

木
智
美（
中
２
）高
木
夢
花（
中

２
）中
本
瑞
希（
中
２
）

第
４
回
廿
日
市
市
子
連
ジ
ュ

ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
大
会

日
時
・
平
成
２３
年
４
月
２９

日
〜
５
月
１
日　

２
泊
３
日

会
場
・
広
島
市
「
似
島
臨

海
少
年
自
然
の
家
」

参
加
ジ
ュ
ニ
ア
・
１３
名

◆
◇
◆
◇

青
少
年
演
劇
発
表
会

「
朗
読
劇
・
走
れ
メ
ロ
ス
」

発
表
とVOICE2011

協
力

日
時
・
平
成
２３
年
１１
月
６
日

会
場
・
は
つ
か
い
ち
文
化

ホ
ー
ル
「
さ
く
ら
ピ
ア
小

ホ
ー
ル
」

地
区
子
ど
も
会

　

ジュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
支
援
隊

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、

各
地
域
の「
子
ど
も
会
」や

「
青
少
年
団
体
」の
要
請
を

受
け
て
、会
の
運
営
や
司
会
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導

を
し
て
い
ま
す
。（徳

原
光
治
）

お
兄
さ
ん
や

お
姉
さ
ん
が

リ
ー
ダ
ー

廿
日
市
市
か
ら
〜
全
国
の

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
へ

全
国
の
仲
間
の
絆
づ
く
り
！

指
導
力
の
向
上
！

廿
日
市
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

廿
日
市
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

廿日市市子ども会
育成連絡協議会
廿日市市子ども会
育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会
廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会
育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会
廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会
育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会
廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会廿日市市子ども会
育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会育成連絡協議会

子どもたちのリーダーとして、
中・高校生が地域で交流します

子ども会活動の再活性化
新しい子ども会を目指して！
子どもを育てるジュニア・リーダー

は
つ
か
い
ち
「
青
少
年
健
全
育
成
」
新
聞
は
廿
日
市
市
内
の
全
１９
小
学
校
・
全
１１
中
学
校
を
通
じ
て
市
内
の
全
児
童
・
全
生
徒
の
家
庭
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
市
内
の
全
２０
市
民
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
廿
日
市
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
、
発
行
５
団
体
に
も
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

平成２３年（２０１１年）冬号〈 ６ 〉



はつかいち

「青少年健全育成」新聞

発行５団体の活動状況発行５団体の活動状況 ■廿日市市ＰＴＡ連合会
■青少年育成廿日市市民会議

日本赤十字広島看護大学山陽女学園 鈴峯学園鶴 学 園 キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

廿
日
市
市
と
、近
郊
に
あ
る

学
園
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す

Cam
pus Inform

ation
Cam

pus Inform
ation

　

『
き
ん
さ
い
！
み
ん
さ

い
！
や
り
ん
さ
い
！
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

に
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
全
国
大
会
廿
日

市
分
科
会
が
８
月
２６
日
に
、

は
つ
か
い
ち
文
化
ホ
ー
ル

さ
く
ら
ぴ
あ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
５９
回
目
と
な
る

大
会
で
す
が
、
平
和
教
育

に
つ
い
て
初
め
て
の
研
究

討
議
と
な
り
、
全
国
か
ら

１
１
０
０
名
も
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
会
場
内
の

ホ
ワ
イ
エ
に
は
、
廿
日
市

市
内
の
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
・
先
生
・
保
護

者
が
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
き
、
一
羽
ず
つ
心

を
込
め
て
折
っ
た
折
り
鶴

を
展
示
、
ど
の
折
り
鶴
か

ら
も
平
和
を
願
う
想
い
で

来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
た
ち
と
創
っ

て
い
く
明
日
〜
親
と
し
て

大
人
と
し
て
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
こ
と
」
を
研
究

課
題
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
基
調
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
「
家
庭

や
地
域
で
平
和
の
心

を
育
て
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
教
育
サ
ポ
ー

タ
ー
の
仲
島
正
教
氏

が
『
あ
ー
よ
か
っ
た

な　

あ
な
た
が
い
て

〜
「
優
し
さ
」
と
い

う
温
か
い
貯
金
〜
』

の
演
目
で
、
小
学
校

教
師
、
教
育
委
員
会

指
導
主
事
の
経
験
を
も
と

に
、
「
親
や
教
師
は
子
ど

も
の
未
来
の
応
援
団
」
と

平
和
へ
の
心
を
継
承
し
未

来
へ
繋
げ
て
い
け
る
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
た
め
に

私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
で
き
る

こ
と
と
し
て
講
演
が
あ
り
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
前
廿
日
市
市

長
山
下
三
郎
氏
、
教
育
委

員
で
広
島
修
道
大
学
教
授

の
山
川
肖
美
氏
、
前
廿
日

市
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
の

藤
澤
隆
氏
、
長
崎
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
副
会
長
の
里
見

浩
則
氏
ら
が
、「
心
の
平
和

は
、
家
庭
で
始
め
る
こ
と

が
大
切
」
な
ど
を
討
議
、

貴
重
な
被
爆
体
験
も
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
基
調
講
演

で
は
、
女
優
の
東
ち
づ
る

さ
ん
が
ド
イ
ツ
平
和
村
な

ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
て
、
世
界
の
子

ど
も
た
ち
の
現
状
な
ど
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
「
人
は

す
べ
て
に
お
い
て
対
等
で

あ
る
、
私
た
ち
は
無
意
識

の
う
ち
に
自
分
を
優
位
な

立
場
に
置
い
て
比
較
す
る

傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

相
手
に
対
し
て
失
礼
な
こ

と
な
の
に
」
な
ど
の
言
葉

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
は
、
佐
方

小
学
校
６
年
の
久
保
光
己

君
が
「
戦
争
や
核
兵
器
の

な
い
世
界
」
と
題
し
た
作

文
を
読
み
上
げ
、
大
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
谷
口
桂
司
）

平
和
教
育
に
つ
い
て

考
え
る
全
国
大
会

子
ど
も
を
育
て
る

親
や
教
師
の
役
割

人
は
皆
、対
等
だ
よ

全国へ届けたい
広島から平和の願い
日本ＰＴＡ全国研究大会ひろしま大会

平和の折り鶴が出迎えました

熱心に聴かれる全国各地からの参加者

廿
日
市
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

廿
日
市
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

廿日市市
ＰＴＡ連合会
廿日市市

ＰＴＡ連合会

　

今
年
も
、
暑
い
熱
い
夏

で
し
た
。
で
も
、
子
ど
も

た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
！

　

市
民
会
議
で
は
、
二
つ

の
大
き
な
行
事
を
行
い
ま

し
た
。

　

第
２３
回
青
少
年
育
成
廿

日
市
市
民
大
会
を
、
さ
く

ら
ぴ
あ
で
７
月
１０
日
に
開

催
。「
宮
島
街
道
」
を
歌
っ

て
い
る
坪
北
紗
綾
香
さ
ん

に
よ
る
国
歌
独
唱
で
始
ま

り
、
標
語
特
選
入
賞
者
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

幾
田
千
里
バ
ト
ン
ス
タ
ジ

オ
、
四
季
が
丘
小
学
校
合

唱
団
、
宮
島
中
学
校
は

「
宮
島
太
鼓
」
を
熱
演
。

そ
の
す
ば
ら
し
さ
は
観
客

の
心
を
深
く
捉
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
廿
日
市
市

内
９
つ
の
小
中
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど
で
、

こ
の
市
民
大
会
が
元
気
な

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
市
民

に
紹
介
す
る
、
ま
さ
に
市

民
大
会
に
な
り
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
そ
う
実

感
で
き
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

７
月
２３
日
２４
日
、
極
楽

寺
山
キ
ャ
ン
プ
場
で
恒
例

の
「
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
４
年
生
以

上
の
６９
名
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
て
、

「
夜
の
森
探
検
」「
ク

ラ
フ
ト
作
り
」「
ブ
ラ

ッ
ク
ラ
イ
ト
」
な
ど

で
自
然
を
楽
し
み
ま

し
た
。
初
め
て
出
会

っ
た
人
と
交
流
し
、

友
達
に
な
っ
た
こ
と

が
子
ど
も
た
ち
に
一

番
強
く
印
象
に
残
っ

た
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
支

え
た
の
は
高
校
生
を
中
心

に
、
自
ら
も
キ
ャ
ン
プ
経

験
の
あ
る
中
学
生
や
、
大

学
生
、
社
会
人
ら
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
２３
名
の
力
。
中

高
生
に
社
会
人
リ
ー
ダ
ー

が
加
わ
る
形
は
、
市
民
会

議
が
目
指
し
て
き
た
も
の

で
し
た
。

　

ま
た
来
年
も
来
た
い
と

言
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
来
年

も
と
思
い
ま
し
た
。

　

大
野
支
部
で
は
夏
休
み

に
、宮
島
大
聖
院
で
の「
小

坊
主
さ
ん
の
会
」、９
月
に

「
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
」

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

１０
月
２
日
に
第
２
回
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ　

ス
リ

ッ
パ
卓
球
大
会
を
、
平
良

小
学
校
体
育
館
に
て
開
催
、

１５
組
の
親
子
や
仲
間
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

ス
リ
ッ
パ
卓
球
と
は
、

ス
リ
ッ
パ
を
ラ
ケ
ッ
ト
に

し
て
行
う
卓
球
で
、
全
国

大
会
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

「
一
見
ば
か
ば
か
し
そ

う
だ
が
、
や
っ
て
み
る
と

な
か
な
か
面
白
い
」と
、
な

か
な
か
好
評
で
し
た
。

（
後
藤
香
代
子
）

一
歩
前
進
の

市
民
大
会

子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
を
来
年
も

ス
リ
ッ
パ
で
熱
戦

今年も、たくさんの
笑顔やキラリ（輝き）に
出会えました

大
野
支
部
で
は…

…

友達たくさんできた「ふれあいキャンプ」

全
校
生
徒
３０
名
が
心
を
ひ
と
つ
に

「
宮
島
太
鼓
」

青
少
年
育
成
廿
日
市
市
民
会
議

青
少
年
育
成
廿
日
市
市
民
会
議

青少年育成
廿日市市民会議
青少年育成

廿日市市民会議廿日市市民会議廿日市市民会議廿日市市民会議廿日市市民会議廿日市市民会議廿日市市民会議廿日市市民会議

日本赤十字広島看護大学
廿日市市阿品台東１-２
TEL：0829-20-2800

あなたの看護への熱意を
大切にしたいから。

平成２４年度よりスタート！！

◎新しいコースの誕生で、あなたの道が広がります。

◎新しい制度の導入で、大学卒業後のあなたの夢を
　応援します。

国際救援・
開発協力看護師コース

学士編入学（２年次編入学）

学校法人  鶴学園
広島市佐伯区三宅２‐１‐１  TEL :０８２‐９２１‐３１２１（代）
URL  http://www.tsuru-gakuen.ac.jp/

親子でチャレンジ！
わんぱくスポーツフェア
【と　き】平成２３年１１月２３日（水・祝）
　　　　 １０：００～１６：００  最終入場１５：３０
【ところ】広島グリーンアリーナ
【主　催】  ｔｓｓわんぱく大作戦プロジェクト２０１１
　　　　　   財団法人  広島県教育事業団

2011
入場
無料

鶴学園が出展します。
ぜひ、遊びに
来てください！

広島工大の学生の
手作りロボットを
操作してみよう！

鈴峯女子短期大学
〒７３３－８６２３ 広島市西区井口四丁目６‐１８
☎０８２‐２７８‐１１０３
■ 詳しくは、ホームページで！http://www.suzugamine.ac.jp/

こんなに、
たくさんの資格が取得できます。
食物栄養
学　　科

保育学科
言語文化
情報学科

保育士・幼稚園教諭二種免許状など

栄養士・栄養教諭二種免許状・医事管
理士・医療管理秘書士・病歴記録管理
士・訪問介護員（ホームヘルパー）２級
・中学校教諭二種免許状（家庭）・製菓
衛生師（パティシエ）・フード サイエン
ティスト・フードスペシャリスト・フー
ドコーディネーター３級など

中学校教諭二種免許状（英語）・情報処
理士・秘書士・ウェブデザイン実務士など

あなたの　  を育てます。夢

〈 ７ 〉平成２３年（２０１１年）冬号





はつかいち
「青少年健全育成」新聞

　

５
月
に
廿
日
市
市
内
の

小
・
中
・
高
等
学
校
の
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
募
集

し
た
標
語
作
品
は
、
応
募

者
総
数
７
０
３
３
名
、
応

募
作
品
数
１
２
５
１
７
点

「
地
球
温
暖
化
を
防
ご

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
廿
日

市
市
内
の
小
・
中
学
生
か

ら
、
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
と
て

も
カ
ラ
フ
ル
な
ポ
ス
タ
ー

が
３
９
３
点
、
ユ
ニ
ー
ク

で
個
性
的
な
標
語
が
８
７

廿日市支部佐伯支部大野支部

市
内
各
地
へ
掲
示

元
気
の
出
る
標
語

【
標
語
の
部
】

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

９
点
も
集
ま
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全

て
の
作
品
を
優
秀
に
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
厳
正

な
審
査
に
よ
り
、
ポ
ス
タ

ー
１０
点
、
標
語
１３
点
の
優

秀
作
品
を
選
び
ま
し
た
。

廿
日
市
市
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会

環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品
発
表

地御前小６年　水野可菜平良小６年　久保田彩湖

平良小１年　北林  舞地御前小５年　朝平敬香平良小５年　山田浩大

平良小１年　市原惇之介宮内小６年　高梨はづき 平良小４年　升田慎也 平良小３年　濱岡柊生 地御前小１年　山本香綾

お
か
い
も
の

　い
つ
も
も
っ
て
る

　ま
い
ば
っ
ぐ

地
御
前
小
１
年　

ふ
じ
の　

る
か

ひ
と
り
の
エ
コ
も
　み
ん
な
で
や
れ
ば
　エ
コ
ワ
ー
ル
ド

地
御
前
小
２
年　

と
く
な
が　

な
な
み

生
ご
み
は

　ひ
り
ょ
う
に
な
る
よ

　リ
サ
イ
ク
ル

平
良
小
３
年　

門
田　

は
る
か

せ
つ
電
は

　一
人
一
人
の

　つ
み
か
さ
ね

宮
園
小
３
年　

か
わ
本　

り
ゅ
う
の
す
け

エ
コ
を
し
て

　地
球
の
命

　ま
も
ろ
う
よ

佐
方
小
３
年　

八
田　

翔
馬

ゴ
ミ
分
別

　今
日
か
ら
あ
な
た
も

　仕
分
け
人

宮
内
小
５
年　

沖
室　

太
盛

そ
の
ゴ
ミ
も

　生
ま
れ
か
わ
れ
る

　分
別
で

原
小
５
年　

岡
村　

和
暖

リ
サ
イ
ク
ル

　地
球
を
守
る

　あ
い
こ
と
ば

地
御
前
小
４
年　

加
美
田　

諒

す
て
た
ゴ
ミ

　リ
サ
イ
ク
ル
し
て

　ま
た
会
お
う

地
御
前
小
４
年　

玉
岡　

愛
梨

気
が
つ
け
ば

　だ
れ
で
も
で
き
る

　電
気
オ
フ

阿
品
台
西
小
５
年　

落
石　

莉
那

今
、
変
え
よ
う

　地
球
が
壊
れ
る

　そ
の
前
に

山
陽
女
学
園
中
等
部
２
年　

沖
中　

千
夏

CO2  CO2

と

　出
来
る
限
り
は

　節
電
を

山
陽
女
学
園
中
等
部
２
年　

福
井　

美
紗
希

コ
ツ

コ
ツ

節
電
は

　少
し
の
が
ま
ん
と

　努
力
か
ら

山
陽
女
学
園
中
等
部
３
年　

山
下　

玲
花

―
―

青
少
年
育
成
廿
日
市
市
民
会
議

に
上
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
１０
点
を
特
選
作

品
、
９０
点
を
入
選
作
品
と

し
て
選
出
し
、
こ
の
度
、

パ
ネ
ル
に
し
て
市
内
各
所

に
掲
示
し
ま
し
た
。

　

心
の
こ
も
っ

た
作
品
の
数
々

が
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
目
に
留

ま
っ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

※

特
選
作
品
は
、

し
ゃ
ぼ
ん
玉
新

聞
第
１
号
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

一
枚
ず
つ
て
い
ね
い

に
手
書
き
し
ま
し
た

〈 ９ 〉平成２３年（２０１１年）冬号



はつかいち
「青少年健全育成」新聞

メッセージ
メッセージすこやか健康元気いっぱい元気いっぱい

廿日市っ子廿日市っ子♪♪

子宮頸がんワクチン

青葉レディスクリニック
病院長　岡谷裕二

佐伯地区医師会

　子宮頸がんの発症が２０～３０歳の

若年層に急増しています。子宮頸が

んはヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）

が原因であることが明らかとなって

きました。その数は１００種類以上で、

なかでも１６型と１８型が、がん発症

に関係しており２０～３０歳代では８０

％に上ります。

　ＨＰＶは、ほとんどが性交渉で感

染します。多くは一過性であり、自

然に排除されますが、長期にＨＰＶ

感染が持続しますと、正常細胞は異

型細胞へと変化します。この異形成

も自然に治癒することが多いのです

が、一部ががんへと進行します。子

宮頸がんは細胞検診で、異形成や初

期のがんの段階で発見できます。し

かし、検診率は極端に低く２４％し

かありません。

　この度、ワクチンで感染を予防す

る試みが開発されました。現在、接

種できるワクチンは１６型と１８型に

対する２価ワクチンと、尖圭（せんけ

い）コンジローマの原因となる６型、

１１型を加えた４価ワクチンの２種類

があります。接種時期は性交渉開始

前の投与が望ましく、１１～１４歳が

推奨されます。３回の筋肉注射で、

２回目が１～２か月後、３回目が６

か月後です。副作用としては局所の

疼痛（とうつう）、発赤、腫れなどで重

篤なものは報告されていません。ワ

クチン接種後２０年間は高い抗体価

を維持し、１６・１８型に限って言えば、

ほぼ１００％と考えられます。

　しかし、ワクチンだけで子宮頸が

んを全て予防することは不可能です。

したがって、将来は定期的な子宮頸

がん検診は必要です。

正しい歯磨き・生活習慣
生涯健康・目指せ８０２０

佐伯歯科医師会

佐伯歯科医師会
会長　甲野峰基

　歯科医師会では「８０歳で２０本の

歯を残しましょう」という「８０２０」

（ハチマルニイマル）運動に取り組んで

います。８０２０を達成し、生涯、健康な

歯を保つには、歯科疾患の早期発見、

早期治療が特に大切なので、行政、学

校と連携して各年齢（ライフステージ）

で歯科検診を行っています。

　乳歯は胎児の間に作られるので、

強い乳歯を作るには母体の健康が大

切なことから妊婦歯科健診が行われ

ています。さらに乳臼歯が生え始め

るころの１歳６カ月、乳歯が生えそ

ろう頃の３歳６カ月、保育園や幼稚

園での歯科健診で乳歯の健康を守り、

正常な永久歯への交換に導きます。

乳歯は生え変りますが、むし歯を放

置すると、全身の健康や顎（あご）の

発育、歯並びに悪影響がありますの

で、むし歯は早期に治療しましょう。

　小学校では、次々と生えてくる永

久歯にむし歯が発生しやすく、中学

校では歯肉炎が増加し、高等学校で

は、歯周炎に移行することもあり、

学校歯科健診で健康な永久歯列の完

成を目指します。

　成人では、広島市で行われている

節目年齢歯科健診を早期に廿日市市

でも行っていけるよう思案中です。

その他、毎年６月に行われている

「歯のなんでも相談日」、毎年１１月に

行われている「あいプラザまつり」等

では無料歯科相談を行っていますの

でお気楽に御相談ください。

　このように、皆さんが健康な歯を

保てるように多くの歯科健診が行わ

れています。そして、見事に８０２０を

達成された方を表彰しています。

　歯の健康を保つためには、小中学

生の時期に、正しい歯磨きや生活習

慣を身につけることが大切です。今

後、歯の健康を保つための注意点を

詳しく紹介しますので、御家庭での

お子様の指導にお役立て下さい。

　

今
年
度
の
健
康
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
学
年
が

上
が
る
に
つ
れ
て
、
睡
眠

不
足
を
感
じ
て
い
る
子
が

増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

し
た
。

　

家
庭
学
習
・
部
活
・
習

い
事
と
多
忙
化
す
る
中
で
、

各
段
階
で
ど
の
よ
う
な
工

夫
が
出
来
る
か
、
子
ど
も

た
ち
の
実
態
を
ふ
ま
え
て

考
え
て
み
ま
し
た
。

【
小
学
校
低
学
年
】

　

低
学
年
の
就
寝
時
刻
は
、

家
族
の
生
活
に
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
。
家
族
み
ん

な
が
同
じ
時
刻
に
寝
る
の

が
難
し
け
れ
ば
、
意
識
し

て
、
子
ど
も
だ
け
は
早
く

寝
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
少
な

く
と
も
９
時
間
以
上
の
睡

眠
を
と
れ
る
よ
う
、
就
寝

時
刻
を
決
め
、
必
ず
守
る

よ
う
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

【
小
学
校
高
学
年
】

　

高
学
年
に
な
る
と
、
だ

ん
だ
ん
と
自
分
の
活
動
中

心
に
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
睡
眠
時
間
８
時
間

以
上
を
目
安
に
、
子
ど
も

が
納
得
で
き
る
就
寝
時
刻

を
一
緒
に
考
え
、
遅
い
と

き
に
は
、「
そ
ろ
そ
ろ
寝
よ

う
ね
」
の
一
言
を
か
け
ま

し
ょ
う
。
中
学
生
以
降
、

自
分
で
正
し
い
生
活
習
慣

を
作
り
上
げ
て
い
く
基
盤

と
な
る
の
が
、
小
学
生
の

と
き
の
生
活
習
慣
で
す
。

【
中
学
生
】

　

中
学
生
は
、
自
分
自
身

で
生
活
習
慣
を
作
り
上
げ

て
い
く
時
期
で
す
。
多
忙

な
中
で
よ
い
睡
眠
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
時
間
の

使
い
方
と
睡
眠
の
質
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　

７
時
間
の
睡
眠
を
目
安

に
、「
な
ん
と
な
く
だ
ら
だ

ら
起
き
て
い
る
」時
間
を
減

ら
す
な
ど
、
時
間
の
使
い

方
を
工
夫
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
就
寝
時
間
を
把
握
し
、

と
き
ど
き
、「
寝
不
足
に
な

っ
て
な
い
？
」「
早
く
寝
て
体

を
休
め
た
方
が
い
い
よ
」な

ど
、子
ど
も
の
体
調
を
思
い

や
る
声
を
か
け
て
、
睡
眠

の
大
切
さ
を
意
識
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
工

夫
を
す
る
と
睡
眠
の
質
を

上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●
夕
方
以
降
の
仮
眠
は
避

け
る
。(

昼
間
の
仮
眠
は
１５
〜

３０
分
程
度)

●
寝
る
前
に
は
、
脳
を
興

奮
さ
せ
る
こ
と（
テ
レ
ビ
・

ゲ
ー
ム
・
携
帯
電
話
、激
し
い

運
動
、明
る
い
光
、悩
み
ご
と

な
ど
）は
避
け
る
。

●
朝
の
日
光
を
し
っ
か
り

浴
び
る
。

　

秋
の
夜
長
に
、
睡
眠
の

大
切
さ
に
つ
い
て
親
子
で

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　廿
日
市
市
立
宮
島
中
学
校

　養
護
教
諭

　菅

　絵
美

　廿
日
市
市
立
宮
島
小
学
校

　養
護
教
諭

　青
野
麻
美

保健室から

よ
り
よ
い
習
慣
か
ら

生
活
習
慣
の
改
善
を

平成２３年（２０１１年）冬号〈１０〉

は
つ
か
い
ち
「
青
少
年
健
全
育
成
」
新
聞
は
廿
日
市
市
内
の
全
１９
小
学
校
・
全
１１
中
学
校
を
通
じ
て
市
内
の
全
児
童
・
全
生
徒
の
家
庭
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
市
内
の
全
２０
公
民
館
、
市
役
所
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
廿
日
市
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り
、
発
行
５
団
体
に
も
配
ら
れ
て
い
ま
す
。



族
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
「
家

族
そ
ろ
っ
て
歌
合
戦
」

を
開
き
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
来
年

１
月
早
々
「
市
民
セ
ン

タ
ー
」
「
西
広
島
タ
イ

ム
ス
」
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

募
集
組
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
が
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

市
民
会
議
で
は
、
平

成
２４
年
２
月
１８
日（
土
）

に
、
さ
く
ら
ぴ
あ
に
て
、

家
族
が
一
堂
に
会
し
て

一
緒
に
楽
し
く
歌
う
こ

と
で
家
族
の
絆
を
深
め
、

観
る
人
に
も
改
め
て
家

　　

み
や
じ
マ
リ
ン
の
記
事

が
、
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
夏
休
み
に
子
ど
も
た

ち
と
行
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。（丸

石
・
Ａ
さ
ん
３３
）

＊
＊

　

宮
島
水
族
館
が
リ
ニ
ュ

　

は
つ
か
い
ち
「
青
少
年
健
全

育
成
」
新
聞
『
し
ゃ
ぼ
ん
玉
』

で
は
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
、
萌
え
キ
ャ
ラ

【作品イメージ】「しゃぼん玉」「子ども」「育成」「廿日市」
などのイメージで、親しみやすい作品。

【応募資格】廿日市市内に在住の小学生、中学生に限ります。

【募集締切】平成２４年１月２０日（金）必着

【応募方法】Ａ４判白紙に縦２０ｃｍg 横１８ｃｍの枠を書き、枠
内に作品をお描きください。その枠下に作品の説明、キャ

ラクターの名まえ、必要事項（①郵便番号　②住所　③氏

名（ふりがな）　④学校名　⑤学年　⑥電話番号）をご記入

ください。※用紙を折らないようにして、ご郵送ください。

【郵送先】〒７３８－００１４　廿日市市住吉２丁目２－１６　
廿日市市市民活動センター内　新聞発行委員会１－０８

「しゃぼん玉新聞　キャラクター」係

※作品は、要着色。画材・色彩は自由ですが、必ず、本人

の直筆でお願いします。

※１人１点のご応募とさせてください。

【審査・選考・発表】新聞発行委員会で厳正な審査・選考
を行い、しゃぼん玉新聞第３号（平成２４年３月発行）の

紙面で発表します。

募集要項

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
！

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
ま
え
も

一
緒
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て

ま
す
。

募
集
！

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

し
ゃ
ぼ
ん
玉

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！　

う

れ
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
行

っ
て
み
た
い
で
す
！

（
宮
園
・
Ａ
さ
ん
１４
）

＊
＊

　

水
族
館
の
記
事
を
見
て
、

行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
上
平
良
・
Ｍ
さ
ん
１１
）

「
生
徒
会
通
信
」
が
お
も

し
ろ
か
っ
た
。
大
野
中
が

次
回
載
る
の
で
楽
し
み
で

す
。

（
大
野
・
Ｍ
さ
ん
１３
）

　

極
楽
寺
山
キ
ャ
ン
プ
場

の
記
事
を
見
て
、
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
上
平
良
・
Ｍ
さ
ん
１４
）

＊
＊

　

し
ゃ
ぼ
ん
玉
新
聞
の
発

行
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
廿
日
市
の
子
ど
も

た
ち
に
、
よ
り
良
い
情
報

提
供
で
き
る
新
聞
で
あ
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

（
四
季
が
丘
・
Ｆ
さ
ん
）

＊
＊

　

子
ど
も
に
関
す
る
話
題

が
い
ろ
い
ろ
掲
載
さ
れ
て

い
て
、
興
味
深
い
。

（
住
吉
・
Ｉ
さ
ん
）

＊
＊

　

ど
の
記
事
も
廿
日
市
の

身
近
な
情
報
な
の
で
、
興

味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。（大

野
・
Ｍ
さ
ん
）

＊
＊

　

夏
休
み
の
体
験
教
室
や

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
案
内
な

ど
い
ろ
い
ろ
載
っ
て
い
て
、

地
域
密
着
な
新
聞
で
と
て

も
良
い
で
す
ネ

（
可
愛
・
Ｋ
さ
ん
）

＊
＊

　

小
学
１
年
生
の
子
ど
も

を
も
つ
母
親
で
す
。
「
し

ゃ
ぼ
ん
玉
」
は
廿
日
市
の

地
域
の
情
報
が
た
く
さ
ん

載
っ
て
い
て
、
役
立
ち
そ

う
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
に
多
く
の
体
験
を

さ
せ
て
や
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。（桜

尾
・
Ｕ
さ
ん
３５
）

読 者 声の

いつも楽しく読んでます行
っ
て
み
た
い

み
や
じ
マ
リ
ン

次
回
楽
し
み

生
徒
会
通
信

廿
日
市
の
情
報
が

う
れ
し
い
で
す

　

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
を
励
み
に
が

ん
ば
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【日時】平成２４年１月２９日（日）
午前７時１０分/廿日市市役所集合
【場所】ユートピアサイオト
　　　（山県郡北広島町才乙）
【対象】・廿日市市在住の小学生と保護者
（保護者は中高生でも可）
・保護者が廿日市市在勤の小学生と保護者
■詳細は１１月末以降に学校、市民センタ
ーなどを通じてお知らせします。
■皆さんのご応募お待ちしております。

ふれあいスキー教室参加者募集中

家族そろって
歌合戦

はつかいち
「青少年健全育成」新聞〈１１〉平成２３年（２０１１年）冬号



はつかいち

「青少年健全育成」新聞

　

四
季
が
丘
中
学
校
は
創

立
２０
周
年（
１
面
で
紹
介
）で

し
た
が
、
あ
な
た
の
地
域

の
学
校
は
創
立
か
ら
何
年

経
つ
の
で
し
ょ
う
か
。
各

校
の
創
立
を
時
代
の
流
れ

と
共
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
左
の
年
表
か
ら

昭
和
２２
年
に
４
校
が
そ
ろ

っ
て
創
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
２２
年
は
、
教
育
制
度

改
革
に
よ
り
小
学
校
６
年
、

中
学
校
３
年
、
高
校
３
年

の
６
・
３
・
３
制
が
始
ま
り
、

現
在
の
中
学
校
制
度
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

全
国
で
新
し
い
中
学
校
が

創
立
さ
れ
た
の
で
す
。

　

日
本
に
お
け
る
学
校
教

育
の
始
ま
り
は
、
明
治
５

年
（
１
８
７
２
年
）
の

「
学
制
発
布
」
。
全
国
を

均
等
に
分
け
、
住
ん
で
い

る
地
域
に
一
つ
の
小
学
校

が
置
か
れ
ま
し
た
。
小
学

校
の
創
立
年
が
明
治
６
年

に
多
い（
４
面
参
照
）の
は
、

こ
の
た
め
で
す
。

地御前小学校は釈迦堂が始まり

教
育
改
革
で

中
学
校
創
立

明
治
に
開
校

地
域
の
小
学
校

廿日市市の中学校　創立年表
年元号 西暦 学校名 周年 当時の主な出来事

昭和

平成

１９４７

１９４９

１９６９

１９８１

１９８６

１９９０

１９９１

２００１

廿日市中学校
大野中学校
吉和中学校
宮島中学校

七尾中学校

佐伯中学校

阿品台中学校

大野東中学校

野坂中学校

四季が丘中学校

山陽女学園中等部

２２ ６４

６２

４２

３０

２５

２１

２０

１０

２４

４４

５６

６１

２

３

１３

教育改革により、６・３・３制度始まる【４月】
新制中学校の設置【４月】
日本国憲法を施行【５月】
広島市で平和式典を挙行【８月】

お年玉付き年賀はがき発売開始【１２月】

アポロ１１号人類初の月面着陸【７月】

ダイアナ妃・チャールズ王子（英国）結婚【７月】

ハレー彗星が７６年ぶりに地球大接近

任天堂「スーパーファミコン」発売【１１月】

アストラムライン橋桁落下事故【３月】

東京ディズニーシー開園【９月】米国同時多発テロ【９月】

　

吉
和
子
ど
も
神
楽
団
は

平
成
１１
年
に
、
当
時
の
吉

和
神
楽
団
の
子
ど
も
た
ち

を
中
心
と
し
た
小
・
中
学

生
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
芸
能
の
継
承
を
目

指
し
、
毎
週
月
曜
日
を
定

期
練
習
日
と
し
て
週
に
１

〜
２
回
、
午
後
７
時
３０
分

か
ら
午
後
８
時
３０
分
ま
で

の
１
時
間
余
り
、
吉
和
神

楽
団
団
員
の
指
導
に
よ
り

地
域
内
の
研
修
セ
ン
タ
ー

で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
の
主
な
活
動
と
し

て
は
、
吉
和
地
域
の
夏
ま

つ
り
、
文
化
祭
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
地
域
外
の
施
設

な
ど
へ
の
慰
問
や
イ
ベ
ン

ト
、
ま
た
、
神
楽
大
会
へ

の
参
加
な
ど
幅
広
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

上
演
演
目
は
結
成
時
か

ら
毎
年
の
演
目
を
決
め
て

練
習
し
、
旧
舞
を
中
心
と

し
た
弓
八
幡
、
大
江
山
、

安
達
ケ
原
、
新
舞
の
滝
夜

叉
姫
を
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代

で
習
得
。
現
在
は
小
学
２

年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
の
１３
名
で
「
弓
八
幡
」

を
練
習
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
後
継
者
の
育
成
を
目

指
す
中
で
、
あ
い
さ
つ
・

礼
儀
な
ど
の
人
間
育
成
に

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

結
成
し
て
１０
年
余
り
が

経
ち
、
当
時
の
子
ど
も
た

ち
も
今
で
は
２０
歳
代
と
な

り
、
社
会
人
や
大
学
生
に

な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
、

吉
和
神
楽
団
の
若
き
団
員

と
し
て
団
の
活
動
を
す
る

傍
ら
、
こ
ど
も
神
楽
団
の

後
輩
た
ち
の
指
導
者
と
し

て
、
団
の
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
神
楽
以
外
で
も
地

域
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
、
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
故
郷
に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ

に
受
け
継
が
れ
るるるるるるる
神
代
神
代
神
代
神
代
神
代
神
代
神
代
神
代
神
代
神
代
神
代
神
代
神
代
神
代
のののののののの
舞舞舞舞舞舞

故
郷
に
受
け
継
が
れ
る
神
代
の
舞

「滝夜叉姫」「弓八幡」

吉和こども神楽団伝
統
の
神
楽
を
次
の
世
代
へ

地
域
の
内
外
で

積
極
的
に
演
舞

団
員
の
力
で

後
継
者
育
成

あの時の

　　  出来事

小・中学校の創立

平成２３年（２０１１年）冬号〈１２〉

は
つ
か
い
ち「
青
少
年
健
全
育
成
」新
聞
は
廿
日
市
市
内
の
全
１９
小
学
校
・
全
１１
中
学
校
を
通
じ
て
市
内
全
児
童
・
全
生
徒
の
家
庭
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
廿
日
市
市
内
の
全
２０
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
置
い
て
あ
り
、

発
行
委
員
会
の
５
団
体
に
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
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